
(57)【要約】

【課題】　構造が簡単で安価であり、枠体の構築、解体

に多くの手数を必要とすることなく作業能率を高め、又

、支柱と横梁との連結部の強度に対する大きな信頼性を

有する土留支保工とその枠体を提供すること。

【解決手段】　地中に立設する支柱１と、支柱１，１間

に連結横架する横梁２と、横梁２の外側に横梁２との間

に矢板Ａの打ち込み用空間ａを隔てて横梁２に連結され

た横枠３を備えた土留支保枠体において、支柱１が横梁

２の連結箇所に横梁２の連結方向に向かって突出し上下

方向に空間ｂを有する突出枠１１を備え、横梁２がその

長手方向の両端に、下方に向かって突出する突起２１を

備え、該突起２１が突出枠１１の空間ｂ内に嵌り込む位

置関係に設定されている構成となっている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 立 設 姿 勢 に お い て 、 横 梁 (2)の 連 結 予 定 箇 所 に 横 外 方 に 向 か っ て 突 出 し 上 下 方 向 に 空 間 (
b)を 有 す る 突 出 枠 (11)を 上 下 方 向 の ２ カ 所 以 上 に 形 成 し て あ る 支 柱 (1)と 、 一 側 方 に 矢 板 (
A)打 ち 込 み 用 空 間 (a)を 隔 て て 連 結 さ れ た 横 枠 (3)を 備 え 、 長 手 方 向 の 両 端 に 下 向 に 向 か っ
て 突 出 す る 突 起 (21)を 有 す る 横 梁 (2)と を 用 い 、 掘 削 予 定 地 (G)を 適 宜 深 さ に 掘 削 す る 工 程
と 、 前 記 支 柱 (1)， (1)を 掘 削 予 定 壁 面 (w)に 沿 っ て 所 定 間 隔 を 隔 て て 下 端 部 を 地 中 に 打 ち
込 ん で 立 設 す る 工 程 と 、 前 記 横 梁 (2)を こ れ ら ２ 本 の 支 柱 (1)， (1)間 に お い て 前 記 横 枠 (3)
を 壁 面 (w)の 外 側 に 位 置 さ せ 、 前 記 突 起 (21)， (21)を 支 柱 (1)， (1)の 対 向 す る 突 出 枠 (11)
， (11)の 空 間 (b)， (b)内 に 嵌 合 さ せ て 架 設 連 結 す る 工 程 と 、 横 梁 (2)と 横 枠 (3)と の 空 間 (a
)を 通 じ て 矢 板 (A)を 順 次 的 に 地 中 に 打 ち 込 む 工 程 と を 適 宜 繰 り 返 し 、 地 面 を 所 望 の 深 さ に
掘 削 す る 掘 削 工 程 と 、 掘 削 地 (D)内 に 目 的 埋 設 物 (H)を 配 置 す る 埋 設 物 配 置 工 程 と 、 埋 設 物
(H)上 に 掘 削 土 を 適 量 ず つ 覆 土 す る 工 程 と 、 矢 板 (A)を 引 き 抜 く 工 程 と 、 横 梁 (2)を 取 り 外
し 支 柱 (1)を 引 き 抜 く 工 程 と か ら な る 土 留 支 保 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 地 中 に 立 設 す る 支 柱 (1)と 、 支 柱 間 に 連 結 横 架 す る 横 梁 (2)と 、 横 梁 (2)の 外 側 に 横 梁 (2)
と の 間 に 矢 板 (A)の 打 ち 込 み 用 空 間 (a)を 隔 て て 横 梁 (2)に 連 結 さ れ た 横 枠 (3)と を 備 え た 土
留 支 保 枠 体 に お い て 、 支 柱 (1)が 横 梁 (2)連 結 箇 所 に 横 梁 (2)の 連 結 方 向 に 向 か っ て 突 出 し
、 上 下 方 向 に 空 間 (b)を 有 す る 突 出 枠 (11)を 備 え 、 横 梁 (2)が そ の 長 手 方 向 の 両 端 に 下 方 に
向 か っ て 突 出 す る 突 起 (21)を 備 え 、 該 突 起 (21)が 突 出 枠 (11)の 空 間 (b)内 に 嵌 り 込 む 位 置
関 係 に 設 定 さ れ て い る 土 留 支 保 工 の 枠 体 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 地 中 に 立 設 す る 支 柱 (1)と 、 支 柱 間 に 連 結 横 架 す る 横 梁 (2)と 、 横 梁 (2)の 外 側 に 横 梁 (2)
と の 間 に 矢 板 (A)の 打 ち 込 み 用 空 間 (a)を 隔 て て 横 梁 (2)に 連 結 さ れ た 横 枠 (3)と 、 支 柱 と 横
梁 (2)と を 連 結 す る リ ン ク ピ ン (4)と を 備 え た 土 留 支 保 枠 体 に お い て 、 支 柱 (1)が 横 梁 (2)の
連 結 箇 所 に 横 梁 (2)の 連 結 方 向 に 向 か っ て 突 出 し 上 下 方 向 に 空 間 (b)を 形 成 す る と 共 に 、 突
出 枠 体 壁 の 中 心 に リ ン ク ピ ン (4)が 挿 入 さ れ る リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 (12)が 穿 設 さ れ て い る 突
出 枠 (11)を 備 え 、 横 梁 (2)が そ の 長 手 方 向 の 両 端 に 下 方 に 向 か っ て 突 出 し 、 且 つ 中 心 に リ
ン ク ピ ン (4)が 挿 入 さ れ る リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 (22)が 穿 設 さ れ て い る 突 起 (21)を 備 え 、 該 突
起 (21)が 突 出 枠 (11)の 空 間 (b)内 に 嵌 り 込 ん で 突 出 枠 (11)の リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 (12)と 突 起 (
21)の リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 (22)と に ま た が っ て 、 リ ン ク ピ ン (4)が 挿 入 さ れ て い る 位 置 関 係 に
設 定 さ れ て い る 土 留 支 保 工 の 枠 体 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 リ ン ク ピ ン (4)が 、 挿 入 方 向 の 本 体 軸 部 (41)と 本 体 軸 部 (41)に 対 し て 折 り 曲 が っ た 形 状
の 取 っ 手 部 (42)と 本 体 軸 部 (41)の 先 端 近 傍 の 側 面 領 域 に 、 該 本 体 軸 部 (41)に 対 し て 外 側 方
向 に 突 出 す る 突 出 部 (43)と を 有 し 、 リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 (12)， (22)は 、 リ ン ク ピ ン (4)の 取
っ 手 部 (42)が 垂 直 下 方 向 以 外 の 位 置 方 向 を 向 く 姿 勢 で 挿 入 さ れ た と き に 突 出 部 (43)が 通 過
し 得 る 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 支 柱 (1)と 横 梁 (2)と の 連 結 作 業 に お い て リ ン ク ピ ン (4)の
取 っ 手 部 (42)を 突 出 部 (43)が リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 (12)， (22)を 通 過 し 得 る よ う な 向 き に 保 っ
て リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 (12)， (22)に 挿 入 し 、 そ の 後 に 取 っ 手 部 (42)を 離 し て 自 由 に 垂 直 下 方
向 に 垂 下 さ せ て 、 突 出 部 (43)が リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 (12)， (22)の 内 周 縁 に 引 っ か か っ た 状 態
で 支 柱 (1)と 横 梁 (2)と が 連 結 さ れ る 構 造 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 土 留 支 保 工 の 枠 体 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 流 体 輸 送 用 の 埋 設 導 管 や 貯 蔵 槽 等 を 地 中 に 埋 設 す る 場 合 の 予 備 掘 削 工 程 に
於 け る 土 留 支 保 工 法 と そ の 枠 体 構 造 と に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 埋 設 導 管 や 液 体 貯 蔵 槽 等 を 地 中 に 埋 設 す る 工 事 に 於 い て は 、 通 常 、 埋 設 物 の 収 納 空 間 と
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埋 設 物 配 置 工 程 に 於 け る 作 業 空 間 を 確 保 す る た め に 、 埋 設 箇 所 の 掘 削 予 定 地 に 適 宜 な 開 口
広 さ と 深 さ と を 有 す る 凹 穴 を 予 備 掘 削 工 程 に よ っ て 形 成 し 、 該 工 程 の 進 捗 に 従 っ て 深 く な
る 凹 穴 の 壁 面 が 崩 壊 す る こ と を 防 止 す る 目 的 で 、 該 凹 穴 の 内 部 壁 面 を 矢 板 で 覆 う 構 造 と な
っ て い る 。 こ の 内 部 壁 面 を 矢 板 で 覆 う 土 留 支 保 工 の 枠 体 構 造 は 、 一 般 に 掘 削 予 定 地 の 凹 穴
の 四 隅 に 相 当 す る 位 置 に 支 柱 を 立 設 し 、 こ の 支 柱 を 横 梁 で 相 互 に 連 結 し て 四 角 枠 を 形 成 し
、 四 角 枠 の 横 梁 の 外 側 に 沿 っ て 多 数 の 矢 板 を 垂 直 方 向 に 密 に 連 続 し て 打 ち 込 み 、 支 柱 と 横
梁 と 矢 板 と に よ っ て 土 留 用 の 枠 体 を 形 成 す る 。 凹 穴 が 深 く な る に つ れ て 支 柱 と 矢 板 を 継 ぎ
足 し て 更 に 深 く 打 ち 込 み 、 所 定 の 深 さ の 凹 穴 を 得 る 。 凹 穴 が 長 方 形 の 場 合 は 周 囲 壁 は 矢 板
で 覆 わ れ る が 、 導 管 の 埋 設 の よ う に 凹 穴 が 細 長 い 溝 と な る 場 合 は 、 溝 の 長 手 方 向 側 壁 部 分
は 複 数 本 の 支 柱 が 側 壁 に 沿 っ て 立 設 さ れ 、 こ の 部 位 の 両 側 壁 の 対 向 す る 支 柱 が 相 互 に 伸 縮
可 能 で 着 脱 が 容 易 な 梁 （ 一 般 に 切 梁 と 呼 称 さ れ る ） で 連 結 さ れ 、 側 壁 が 矢 板 と 共 に 凹 穴 の
内 側 に 崩 壊 す る こ と を 防 止 し て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ４ ６ ５ ８ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ６ ０ ８ ９ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ６ １ ８ ２ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 従 来 の 一 般 の 枠 体 構 造 で は 、 支 柱 と 横 梁 並 び に 切 梁 と の 連 結 が 簡 単 で な い の で 作 業
時 間 が 長 く な り 、 特 に 、 例 え ば 浄 化 槽 の よ う な 長 大 で な い 物 体 を 埋 設 す る 長 方 形 の 凹 穴 を
掘 削 す る 場 合 に は 、 全 周 囲 の 側 壁 に 矢 板 を 打 ち 込 む の で 、 二 方 向 の 支 柱 と 支 柱 と を 連 結 す
る 必 要 が あ り 、 そ の 為 に 特 殊 な 連 結 構 造 を 必 要 と す る 欠 点 が あ っ た 。 更 に 、 掘 削 溝 等 の 場
合 、 掘 削 溝 の 両 側 面 に 沿 っ て 長 く 続 く 横 梁 の 継 ぎ 目 に 対 向 さ せ て 配 置 さ れ て い る 支 柱 ど う
し を 連 結 す る 切 梁 は 伸 縮 構 造 を 有 し て 高 価 で あ り 、 そ の よ う な 構 造 が 必 要 で な い 部 位 に 使
用 す る に は 不 経 済 で あ る と い う 解 決 す べ き 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 構 造 が 簡 単 で 安 価 で あ り 、 且 つ 従 来 の 切 梁 に 代 え て 規 格 化 さ れ た 梁
部 材 と し て も 使 用 可 能 で あ り 、 枠 体 の 構 築 、 解 体 に 多 く の 手 数 を 必 要 と す る こ と な く 作 業
能 率 を 高 め 、 又 、 構 築 後 、 掘 削 作 業 中 に 於 い て は 支 柱 と 横 梁 と の 連 結 部 に 併 用 す る 簡 単 な
リ ン ク ピ ン 機 構 の 作 用 も 加 わ っ て 、 強 度 に 対 す る 大 き な 信 頼 性 を 有 す る 土 留 支 保 工 と そ の
枠 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 第 １ 発 明 で あ る 土 留 支 保 工 法 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の よ う に 、
立 設 姿 勢 に お い て 、 横 梁 ２ の 連 結 予 定 箇 所 に 横 外 方 に 向 か っ て 突 出 し 上 下 方 向 に 空 間 ｂ を
有 す る 突 出 枠 １ １ を 上 下 方 向 の ２ カ 所 以 上 に 形 成 し て あ る 支 柱 １ と 、 一 側 方 に 矢 板 Ａ 打 ち
込 み 用 空 間 ａ を 隔 て て 連 結 さ れ た 横 枠 ３ を 備 え 、 長 手 方 向 の 両 端 に 下 向 に 向 か っ て 突 出 す
る 突 起 ２ １ を 有 す る 横 梁 ２ と を 用 い 、 掘 削 予 定 地 Ｇ を 適 宜 深 さ に 掘 削 す る 工 程 と 、 前 記 支
柱 １ ， １ を 掘 削 予 定 壁 面 ｗ に 沿 っ て 所 定 間 隔 を 隔 て て 下 端 部 を 地 中 に 打 ち 込 ん で 立 設 す る
工 程 と 、 前 記 横 梁 ２ を こ れ ら ２ 本 の 支 柱 １ ， １ 間 に お い て 前 記 横 枠 ３ を 壁 面 ｗ の 外 側 に 位
置 さ せ 、 前 記 突 起 ２ １ ， ２ １ を 支 柱 １ ， １ の 対 向 す る 突 出 枠 １ １ ， １ １ の 空 間 ｂ ， ｂ 内 に
嵌 合 さ せ て 架 設 連 結 す る 工 程 と 、 横 梁 ２ と 横 枠 ３ と の 空 間 ａ を 通 じ て 矢 板 Ａ を 順 次 的 に 地
中 に 打 ち 込 む 工 程 と を 適 宜 繰 り 返 し 、 地 面 を 所 望 の 深 さ に 掘 削 す る 掘 削 工 程 と 、 掘 削 地 Ｄ
内 に 目 的 埋 設 物 Ｈ を 配 置 す る 埋 設 物 配 置 工 程 と 、 埋 設 物 Ｈ 上 に 掘 削 土 を 適 量 ず つ 覆 土 す る
工 程 と 、 矢 板 Ａ を 引 き 抜 く 工 程 と 、 横 梁 ２ を 取 り 外 し 支 柱 １ を 引 き 抜 く 工 程 と か ら な る 構
成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 ２ 発 明 で あ る 土 留 支 保 工 の 枠 体 構 造 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の よ う に 、 地 中 に 立 設 す る 支
柱 １ と 、 支 柱 １ ， １ 間 に 連 結 横 架 す る 横 梁 ２ と 、 横 梁 ２ の 外 側 に 横 梁 ２ と の 間 に 矢 板 Ａ の
打 ち 込 み 用 空 間 ａ を 隔 て て 横 梁 ２ に 連 結 さ れ た 横 枠 ３ を 備 え た 土 留 支 保 枠 体 に お い て 、 支
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柱 １ が 横 梁 ２ の 連 結 箇 所 に 横 梁 ２ の 連 結 方 向 に 向 か っ て 突 出 し 上 下 方 向 に 空 間 ｂ を 有 す る
突 出 枠 １ １ を 備 え 、 横 梁 ２ が そ の 長 手 方 向 の 両 端 に 下 方 に 向 か っ て 突 出 す る 突 起 ２ １ を 備
え 、 該 突 起 ２ １ が 突 出 枠 １ １ の 空 間 ｂ 内 に 嵌 り 込 む 位 置 関 係 に 設 定 さ れ て い る 構 成 と な っ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 ３ 発 明 で あ る 土 留 支 保 工 の 枠 体 構 造 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の よ う に 、 地 中 に 立 設 す る 支
柱 １ と 、 支 柱 １ ， １ 間 に 連 結 横 架 す る 横 梁 ２ と 、 横 梁 ２ の 外 側 に 横 梁 ２ と の 間 に 矢 板 Ａ の
打 ち 込 み 用 空 間 ａ を 隔 て て 横 梁 ２ に 連 結 さ れ た 横 枠 ３ と 、 支 柱 １ と 横 梁 ２ と を 連 結 す る リ
ン ク ピ ン ４ と を 備 え た 土 留 支 保 枠 体 に お い て 、 支 柱 １ が 横 梁 ２ の 連 結 箇 所 に 横 梁 ２ の 連 結
方 向 に 向 か っ て 突 出 し 上 下 方 向 に 空 間 ｂ を 形 成 す る と 共 に 突 出 枠 体 壁 の 中 心 に リ ン ク ピ ン
が 挿 入 さ れ る リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ が 穿 設 さ れ て い る 突 出 枠 １ １ を 備 え 、 横 梁 ２ が そ の 長
手 方 向 の 両 端 に 下 方 に 向 か っ て 突 出 し 、 且 つ 中 心 に リ ン ク ピ ン ４ が 挿 入 さ れ る リ ン ク ピ ン
挿 入 穴 ２ ２ が 穿 設 さ れ て い る 突 起 ２ １ を 備 え 、 該 突 起 ２ １ が 突 出 枠 １ １ の 空 間 ｂ 内 に 嵌 り
込 ん で 突 出 枠 １ １ の リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ と 突 起 ２ １ の リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 ２ ２ と に ま た が
っ て 、 リ ン ク ピ ン ４ が 挿 入 さ れ て い る 位 置 関 係 に 設 定 さ れ て い る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ４ 発 明 で あ る 土 留 支 保 工 の 枠 体 構 造 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の よ う に 、 リ ン ク ピ ン ４ が 、
挿 入 方 向 の 本 体 軸 部 ４ １ と 本 体 軸 部 ４ １ に 対 し て 折 り 曲 が つ た 形 状 の 取 っ 手 部 ４ ２ と 本 体
軸 部 ４ １ の 先 端 近 傍 の 側 面 領 域 に 、 該 本 体 軸 部 ４ １ に 対 し て 外 側 方 向 に 突 出 す る 突 出 部 ４
３ と を 有 し 、 リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ ， ２ ２ は 、 該 リ ン ク ピ ン ４ の 取 っ 手 部 ４ ２ が 垂 直 下 方
向 以 外 の 位 置 方 向 を 向 く 姿 勢 で 挿 入 さ れ た と き に 突 出 部 ４ ３ が 通 過 し 得 る 形 状 に 形 成 さ れ
て お り 、 支 柱 １ と 横 梁 ２ と の 連 結 作 業 に お い て リ ン ク ピ ン ４ を 、 そ の 取 っ 手 部 ４ ２ を 突 出
部 ４ ３ が リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ ， ２ ２ を 通 過 し 得 る よ う な 向 き に 保 っ て リ ン ク ピ ン 挿 入 穴
１ ２ ， ２ ２ に 挿 入 し 、 そ の 後 に 取 っ 手 部 ４ ２ を 離 し て 自 由 に 垂 直 下 方 向 に 垂 下 さ せ て 、 突
出 部 ４ ３ が リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ ， ２ ２ の 内 周 縁 に 引 っ か か っ た 状 態 で 支 柱 １ と 横 梁 ２ と
が 連 結 さ れ る 構 成 と な っ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 の 説 明 か ら 既 に 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 土 留 支 保 工 法 と そ の 枠 体 構 造 は 、 枠 体 に
関 し て 、 支 柱 と 横 梁 と の 連 結 部 の 構 造 が 、 支 柱 側 の 突 出 上 下 方 向 に 空 間 を 有 す る 突 出 枠 と
横 梁 の 長 手 方 向 の 両 端 に 下 方 に 向 か っ て 突 出 す る 突 起 と か ら な り 、 該 突 起 が 突 出 枠 の 空 間
内 に 嵌 り 込 ん で 連 結 さ れ る と い う 簡 単 な 構 造 で あ る か ら 、 連 結 作 業 が 単 純 で あ っ て 熟 練 を
要 せ ず 、 従 っ て 作 業 経 費 を 低 減 す る こ と が 出 来 る 。 そ の 上 、 単 純 構 造 で 操 作 が 容 易 な リ ン
ク ピ ン の 使 用 に よ っ て 信 頼 性 の 高 い 梁 と 梁 と の 連 結 状 態 が 得 ら れ 、 作 業 の 安 全 性 の 確 保 に
寄 与 す る 効 果 を 有 す る 。 ま た 、 支 柱 、 横 梁 共 に 構 造 簡 単 で そ の 製 造 価 格 を 引 き 下 げ る こ と
が で き 、 組 み 立 て 作 業 に 余 分 な 補 助 部 材 を 必 要 と し な い の で 、 設 備 費 を 節 減 で き る 効 果 を
有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 矢 板 の 打 ち 込 み 作 業 に お い て 、 上 下 ２ 箇 所 に 配 置 さ れ た 横 梁 の 外 側 に 形 成 さ れ て
い る 打 ち 込 み 用 空 間 を ガ イ ド と し て 打 ち 込 む こ と に よ り 、 矢 板 を 常 に 正 確 な 位 置 に 垂 直 に
保 持 す る こ と が 容 易 で あ り 、 地 質 の 如 何 に 拘 わ ら ず 初 心 者 に も 失 敗 や 何 ら か の ト ラ ブ ル も
な く 作 業 の 遂 行 が で き 、 上 述 し た 連 結 作 業 が 単 純 で あ っ て 熟 練 を 要 し な い こ と と 相 俟 っ て
、 尚 一 層 作 業 能 率 を 上 昇 さ せ 、 工 費 を 軽 減 し 得 る と い う 効 果 を も 期 待 す る こ と が で き る に
至 っ た の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る に あ た つ て は 、 次 の よ う に 実 施 す る こ と が 出 来 る 。 支 柱 １ 及 び 横 梁 ２
は 従 来 か ら 使 用 さ れ て い る 鋼 製 の 角 パ イ プ 材 を 使 用 す る 。 突 出 枠 １ １ は 圧 延 鋼 板 を 所 定 の
形 状 に 切 断 し 折 り 曲 げ た も の を 支 柱 １ の 横 梁 ２ の 連 結 予 定 箇 所 に 溶 接 す る 。 突 出 枠 １ １ に
は 横 梁 ２ の 両 端 部 突 起 ２ １ が 嵌 合 さ れ る 空 間 ｂ が 形 成 さ れ る が 、 こ の 空 間 ｂ は 横 梁 ２ の 連
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結 方 向 に 対 応 さ せ て 形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 掘 削 地 Ｄ の 四 隅 に 相 当 す る 支 柱 １ に は 直 角 方 向
に 空 間 ｂ が 突 出 し た 形 状 と な る 。 掘 削 予 定 地 Ｇ が 長 い 溝 で あ っ て 一 筋 の 掘 削 予 定 壁 面 ｗ の
途 中 に も 支 柱 １ が 立 設 さ れ る 場 合 は 、 こ の 部 位 で は １ ８ ０ 度 方 向 に 突 出 し た 形 状 と な る 。
又 、 こ の 様 な 溝 形 の 掘 削 予 定 地 Ｇ の 両 側 の 壁 面 ｗ に 位 置 す る 支 柱 １ ， １ 間 を 、 従 来 の 切 梁
に 代 え て 横 梁 ２ を 使 用 す る 場 合 に は 、 ９ ０ 度 づ つ 三 方 向 に 突 出 す る 形 状 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 横 梁 ２ は 、 寸 法 は 異 な る が 支 柱 １ と 同 様 な 角 パ イ プ 材 を 使 用 す る 。 一 側 方 に 矢 板 Ａ 打 ち
込 み 時 に ガ イ ド と な る 打 ち 込 み 用 空 間 ａ を 隔 て て 平 行 し て 連 結 さ れ た 横 枠 ３ を 備 え 、 両 端
部 に は 前 記 横 枠 ３ と 直 交 す る 方 向 に 向 か っ て 突 出 し 且 つ 前 記 突 出 枠 １ １ の 空 間 ｂ に 嵌 合 さ
れ る 突 起 ２ １ が 下 向 き に 形 成 さ れ た 構 造 と な っ て い る 。 こ の 突 起 ２ １ は 水 平 方 向 断 面 を 浅
い コ 字 形 に す る こ と で 強 度 を 大 き く す る こ と が 出 来 る 。 又 、 こ の 突 起 ２ １ を ２ 本 、 所 定 の
間 隔 を 隔 て て 設 け 、 突 出 枠 １ １ に 嵌 合 す る 際 に 突 出 枠 １ １ の 側 壁 部 を 挟 む よ う に 嵌 合 す る
こ と で 、 安 定 し た 組 み 立 て 構 造 と す る こ と が 出 来 る 。 横 枠 ３ は 平 帯 状 で あ っ て も よ い が 、
ア ン グ ル 材 と し た 場 合 に は 矢 板 Ａ に よ る 変 形 力 に 対 し て 剛 性 が 増 す 。 横 梁 ２ の 両 端 部 を 強
固 と し 且 つ 長 さ の 異 な る 横 梁 ２ を 容 易 に 製 作 す る た め に 、 補 強 材 ２ ４ の 下 面 に 突 起 ２ １ を
固 定 し 、 こ の 補 強 材 ２ ４ を 横 梁 ２ の 端 部 に 螺 子 止 め す る 構 造 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 支 柱 １ と 横 梁 ２ と を リ ン ク ピ ン ４ を 併 用 し て 連 結 す る と 、 枠 体 全 体 に 対 し て 安 定 し た 強
固 さ が 得 ら れ る 。 支 柱 １ の 突 出 枠 １ １ の 側 壁 部 と 、 横 梁 ２ の 突 起 ２ １ の 対 向 す る 位 置 に 夫
々 リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ ， ２ ２ を 設 け 、 突 出 枠 １ １ と 突 起 ２ １ と を 嵌 合 さ せ て か ら 該 リ ン
ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ ， ２ ２ に リ ン ク ピ ン ４ を 挿 通 し て 両 部 材 を 結 合 す る 。 こ の 構 造 に よ り 、
不 用 意 に 横 梁 ２ に 上 向 き の 力 が 作 用 し て も 嵌 合 が 外 れ る こ と を 防 止 す る こ と が 出 来 る 。 こ
の リ ン ク ピ ン ４ の 使 用 は こ の ま ま の 構 造 で も よ い が 、 本 体 軸 部 ４ １ と 本 体 軸 部 ４ １ に 対 し
て 折 り 曲 が つ た 形 状 の リ ン ク ピ ン ４ の 、 本 体 軸 部 ４ １ の 先 端 近 傍 の 側 面 領 域 に 本 体 軸 部 ４
１ に 対 し て 外 側 方 向 に 突 出 す る 突 出 部 ４ ３ と を 有 し 、 一 方 、 リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ ， ２ ２
の 形 状 を 、 該 リ ン ク ピ ン ４ の 取 っ 手 部 ４ ２ が 垂 直 下 方 向 以 外 の 位 置 方 向 を 向 く 姿 勢 で 挿 入
さ れ た と き に 突 出 部 ４ ３ が 通 過 し 得 る 形 状 に 形 成 し て お い て 、 支 柱 １ と 横 梁 ２ と の 連 結 作
業 に 際 し て 、 リ ン ク ピ ン ４ を 突 出 部 ４ ３ が リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ ， ２ ２ を 通 過 し 得 る よ う
な 向 き に 保 っ て リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ ， ２ ２ に 挿 入 し 、 挿 入 後 に 取 っ 手 部 ４ ２ を 手 か ら 離
し て 自 由 に 垂 直 下 方 向 に 垂 下 さ せ る と 、 突 出 部 ４ ３ が リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ ， ２ ２ の 内 周
縁 に 引 っ か か っ た 状 態 と な っ て リ ン ク ピ ン ４ が 誤 っ て 抜 去 さ れ る こ と を 防 止 す る こ と が で
き る 。 実 施 例 で は 、 突 出 部 ４ ３ を 形 成 す る 方 向 は 取 っ 手 部 ４ ２ の 折 り 曲 げ 方 向 に 対 し て 直
角 方 向 と し 、 リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ ， ２ ２ は 、 リ ン ク ピ ン ４ が そ の 突 出 部 ４ ３ 、 即 ち 取 っ
手 部 ４ ２ が 水 平 方 向 と な る よ う に 挿 入 さ れ た と き に 通 過 し 得 る よ う に 上 下 方 向 の 形 状 に 形
成 さ れ 、 連 結 作 業 時 に そ の 取 っ 手 部 ４ ２ を 水 平 に 保 っ て リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ ， ２ ２ に 挿
入 し 、 そ の 後 に 手 を 離 し て 取 っ 手 部 ４ ２ を 自 由 に 垂 下 さ せ て 本 体 軸 部 ４ １ を 回 転 さ せ る こ
と に よ っ て 自 動 的 に 連 結 を 完 了 す る 。 更 に 、 支 柱 １ と 横 梁 ２ と の 当 接 面 に 隙 間 を 閉 ざ し 、
且 つ 組 立 て 時 の 衝 撃 を 緩 和 す る た め に 両 部 材 の 間 に 弾 性 体 パ ッ ト （ 図 示 省 略 ） を 介 在 さ せ
て も 良 い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 第 １ 実 施 例 の 枠 体 構 造 の 支 柱 と
横 梁 と の 連 結 部 を 主 体 と し て 示 す 要 部 斜 視 図 、 図 ２ は 同 、 要 部 平 面 図 、   図 ３ は 同 、 要 部
正 平 面 図 、 図 ４ は 支 柱 の 要 部 斜 視 図 、 図 ５ は 横 梁 の 要 部 斜 視 図 、 図 ６ は 枠 体 を 主 と し て 示
す 掘 削 地 の 説 明 斜 視 図 、 図 ７ は リ ン ク ピ ン を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 第 １ 実 施 例 は 第 ３ 発 明 に 相 当 し 且 つ 第 ４ 発 明 を 包 含 す る も の で あ る 。 図 １ ～ 図 ４ に
於 い て 、 支 柱 １ は 鋼 製 の 角 パ イ プ 材 で あ る 。 突 出 枠 １ １ は 圧 延 鋼 板 を 図 示 し た 形 状 に 加 工
し た も の を 支 柱 １ の ２ 箇 所 以 上 の 横 梁 ２ の 連 結 予 定 箇 所 に 溶 接 す る 。 こ の 実 施 例 で は 図 １
に 示 す よ う に ２ 箇 所 で あ る 。 又 、 図 で は 支 柱 １ が 四 隅 に 位 置 し 横 梁 ２ が 直 角 を 挟 む ２ 方 向
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に 連 結 さ れ る こ と に 対 応 し て 、 突 出 枠 １ １ に は 横 梁 ２ の 両 端 部 突 起 ２ １ が 嵌 合 さ れ る 空 間
ｂ を 直 角 方 向 に 突 出 さ せ た 構 造 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 横 梁 ２ は 、 図 １ ～ 図 ３ 及 び 図 ５ を 参 照 し て 、 支 柱 １ と 寸 法 の 異 な る 角 パ イ プ 材 を 使 用 し
て い る 。 一 側 方 に 矢 板 Ａ の 打 ち 込 み 時 に ガ イ ド と な る 打 ち 込 み 用 空 間 ａ を 隔 て て 平 行 し て
連 結 さ れ た 横 枠 ３ を 備 え 、 両 端 部 に は 前 記 横 枠 ３ と 直 交 す る 方 向 に 向 か っ て 突 出 し 、 且 つ
前 記 突 出 枠 １ １ の 空 間 ｂ に 嵌 合 さ れ る 突 起 ２ １ が 下 向 き に 形 成 さ れ た 構 造 と な っ て い る 。
こ の 突 起 ２ １ は 水 平 方 向 断 面 を 浅 い コ 字 形 に す る 事 で 強 度 を 大 き く す る こ と が 出 来 る 。 本
実 施 例 で は こ の 突 起 ２ １ を ２ 本 、 補 強 材 ２ ４ の 下 面 に 所 定 の 間 隔 を 隔 て て 固 定 し 、 こ の 補
強 材 ２ ４ を 横 梁 ２ の 端 部 に 螺 子 止 め す る 構 造 と し て い る 。 突 出 枠 １ １ に 嵌 合 す る 際 に は ２
本 の 突 起 ２ １ で 突 出 枠 １ １ の 側 壁 部 を 挟 む 構 造 と し て 、 枠 体 の 組 み 立 て 構 造 を 安 定 し た も
の と し て い る 。 横 枠 ３ は 平 帯 状 で あ っ て 結 合 材 ３ １ で 横 梁 ２ か ら 空 間 ａ を 隔 て て 螺 子 止 め
で 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 例 の 土 留 支 保 工 法 の 枠 体 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 掘 削 予 定 地 Ｇ の 四 隅 に 支 柱 １ を
立 設 し 、 図 １ 示 す よ う に 横 梁 ２ の 両 端 部 の 突 起 ２ １ ， ２ １ を 支 柱 １ の 突 出 部 に 嵌 合 さ せ て
横 枠 ３ が 枠 体 の 外 側 に 位 置 す る よ う に 横 梁 ２ を ４ 本 の 支 柱 間 に 架 設 し て 枠 体 の 骨 組 み を 形
成 す る 。 横 梁 ２ は 各 支 柱 間 に 上 下 ２ 本 架 設 し 、 矢 板 Ａ を 打 ち 込 む と き に 該 矢 板 Ａ を 垂 直 に
保 持 す る 機 能 を 持 た せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 又 、 こ の 実 施 例 の 支 柱 １ と 横 梁 ２ と の 連 結 部 に は 図 ７ に 示 す リ ン ク ピ ン ４ を 使 用 し て 結
合 を よ り 強 固 に 且 つ 安 定 な も の と し て い る 。 リ ン ク ピ ン ４ は 本 体 軸 部 ４ １ と 本 体 軸 部 ４ １
に 対 し て 折 り 曲 が つ た 形 状 の 取 っ 手 部 ４ ２ と か ら な る 形 状 を 有 し 、 本 体 軸 部 ４ １ の 先 端 近
傍 の 側 面 領 域 に 取 っ 手 部 ４ ２ の 曲 が り 方 向 か ら ９ ０ 度 回 転 し た 方 向 に 突 出 部 ４ ３ が 形 成 さ
れ て い る 。 一 方 突 出 枠 １ １ と 突 起 ２ １ と に は 、 前 記 突 出 部 ４ ３ が 通 過 す る 挿 入 穴 切 欠 部 １
３ ， ２ ３ が 周 縁 の 上 下 方 向 に 設 け ら れ た リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ ， ２ ２ が 穿 設 さ れ て い る 。
支 柱 １ と 横 梁 ２ と の 連 結 作 業 に 際 し て は 、 リ ン ク ピ ン ４ は そ の 取 っ 手 部 ４ ２ を 水 平 に し た
状 態 で リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 １ ２ ， ２ ２ に 挿 入 し 、 突 出 部 ４ ３ が 挿 入 穴 切 欠 部 １ ３ ， ２ ３ を 通
過 し て か ら 手 を 離 せ ば 取 っ 手 部 ４ ２ は 自 由 に 回 転 し て 垂 下 し 、 突 出 部 ４ ３ が リ ン ク ピ ン 挿
入 穴 １ ２ ， ２ ２ の 周 縁 部 に 引 っ か か っ て 自 動 的 に 連 結 を 完 了 す る 。 枠 体 の 骨 組 み が 完 成 後
に 横 梁 ２ と 横 枠 ３ と の 間 の 打 ち 込 み 用 空 間 ａ に 矢 板 Ａ を 順 次 並 べ て 地 中 に 打 ち 込 む 工 程 と
を 繰 り 返 し 枠 体 を 完 成 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ８ に 本 発 明 の 支 柱 １ の 変 形 例 の 構 造 を 、 又 、 図 ９ に 同 じ く 他 の 変 形 例 の 構 造 を 示 す 。
何 れ も 突 出 部 １ １ の 構 造 に 関 し 、 図 ８ に 示 す 変 形 例 の 突 出 部 １ １ は 横 梁 ２ を 支 柱 １ の 両 側
に １ ８ ０ 度 方 向 に 連 結 さ せ る も の で あ っ て 、 溝 等 細 長 い 掘 削 地 Ｄ の 掘 削 予 定 壁 面 ｗ に 適 用
を 企 図 さ れ た も の で あ る 。 又 、 図 ９ に 示 す 他 の 変 形 例 の 突 出 部 １ １ は 横 梁 ２ を 支 柱 １ を 中
心 に し て ９ ０ 度 づ つ 三 方 向 に 連 結 さ せ る も の で 、 例 え ば 溝 等 の 両 側 の 掘 削 予 定 壁 面 ｗ に 立
設 さ れ た 対 向 す る 支 柱 ど う し を 連 結 す る 従 来 の 切 梁 に 代 え て 本 発 明 の 横 梁 を 使 用 す る こ と
を 企 図 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ ０ は 第 ２ 実 施 例 の 枠 体 構 造 の 要 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ の 第 ２ 実 施 例 の 枠 体 構 造
は 本 発 明 の 機 能 と 作 用 及 び 効 果 を 得 る た め の 第 ２ 発 明 に 相 当 す る 基 本 的 な 構 成 の 実 施 例 で
あ る 。 前 述 し た 第 １ 実 施 例 の 枠 体 構 造 を 簡 素 化 し た 構 造 で 、 掘 削 地 Ｄ の 四 周 に 立 設 す る 支
柱 １ が 、 横 梁 ２ の 連 結 箇 所 に 該 横 梁 ２ の 連 結 方 向 に 向 か っ て 突 出 し 上 下 方 向 に 空 間 ｂ を 有
す る 突 出 枠 １ １ を 備 え 、 又 、 支 柱 間 に 連 結 横 架 す る 横 梁 ２ が 、 矢 板 Ａ の 打 ち 込 み 用 空 間 ａ
を 隔 て て 横 梁 ２ に 連 結 さ れ た 横 枠 ３ を 備 え 、 且 つ そ の 長 手 方 向 の 両 端 に 形 成 さ れ た 下 方 に
向 か っ て 突 出 す る 突 起 ２ １ を １ 本 備 え て お り 、 組 み 立 て ら れ た 土 留 支 保 枠 体 に お い て 、 横
梁 ２ の 前 記 突 起 ２ １ が 突 出 枠 １ １ の 前 記 空 間 ｂ 内 に 嵌 り 込 む 位 置 関 係 に 設 定 さ れ て い る 。
又 、 第 １ 実 施 例 で 使 用 さ れ た リ ン ク ピ ン は 省 略 さ れ て い る 。 横 梁 ２ は 上 方 か ら 突 出 枠 １ １
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に 嵌 合 さ れ 、 突 起 ２ １ が 空 間 ｂ の 内 部 に 拘 束 さ れ る の で 、 十 分 な 組 み 立 て 強 度 を 有 す る 。
尚 、 図 示 は 省 略 す る が 、 こ の 実 施 例 に 於 い て 補 強 材 ２ ４ を 省 略 し た 変 形 例 も 存 在 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ３ 実 施 例 は 土 留 支 保 工 法 で あ っ て 、 本 発 明 の 第 １ 発 明 に 相 当 し 、 図 １ ， ６ ， １ ０ に 示
す よ う に 、 上 記 し た 第 １ 、 第 ２ 各 実 施 例 で 説 明 し た 支 柱 １ や 横 梁 ２ 、 矢 板 Ａ 等 、 枠 体 構 造
部 材 を 用 い て 、 掘 削 予 定 地 Ｇ を 適 宜 深 さ に 掘 削 す る 工 程 と 、 前 記 支 柱 １ ， １ を 、 掘 削 予 定
壁 面 ｗ に 沿 っ て 所 定 間 隔 を 隔 て て 下 端 部 を 地 中 に 打 ち 込 ん で 立 設 す る 工 程 と 、 前 記 横 梁 ２
を 、 こ れ ら ２ 本 の 支 柱 １ ， １ 間 に お い て 、 前 記 横 枠 ３ を 壁 面 ｗ の 外 側 に 位 置 さ せ 、 前 記 突
起 ２ １ ， ２ １ を 支 柱 １ ， １ の 対 向 す る 突 出 枠 １ １ ， １ １ の 空 間 ｂ ， ｂ 内 に 嵌 合 さ せ て 架 設
連 結 す る 工 程 と 、 横 梁 ２ と 横 枠 ３ と の 空 間 ａ を 通 じ て 矢 板 Ａ を 順 次 的 に 地 中 に 打 ち 込 む 工
程 と を 適 宜 繰 り 返 し 、 掘 削 地 Ｄ を 所 望 の 深 さ に 掘 削 す る 掘 削 工 程 と 、 目 的 埋 設 物 Ｈ を 配 置
す る 埋 設 物 配 置 工 程 と 、 埋 設 物 Ｈ 上 に 掘 削 土 を 適 量 ず つ 覆 土 す る 工 程 と 、 矢 板 Ａ を 引 き 抜
く 工 程 と 、 横 梁 ２ を 取 り 外 し 支 柱 １ を 引 き 抜 く 工 程 と を 遂 行 さ せ て 完 了 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 土 留 支 保 工 法 と そ の 枠 体 構 造 は 、 従 来 の 土 留 支 保 工 の 枠 体 を 構 成 す る 部 材 を 改
良 し 、 製 造 価 格 を 低 減 さ せ る と 共 に 、 組 み 立 て 作 業 を 簡 素 化 し 且 つ 作 業 量 を 減 少 さ せ た こ
と で 、 全 体 の 施 工 経 費 を 引 き 下 げ る こ と を 可 能 と す る も の で あ る か ら 、 従 来 の 土 留 支 保 工
法 と そ の 枠 体 に 代 え て 極 め て 広 範 囲 な 施 工 箇 所 に 適 用 で き る 。 　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 例 の 枠 体 構 造 の 支 柱 と 横 梁 と の 連 結 部 を 主 体 と し て 示 す 要 部 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 、 要 部 平 面 図 。
【 図 ３ 】 同 、 要 部 正 面 図 。
【 図 ４ 】 同 、 支 柱 の 要 部 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 同 、 横 梁 の 要 部 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 枠 体 構 造 を 主 体 と し て 示 す 掘 削 地 の 説 明 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 リ ン ク ピ ン の 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 支 柱 の 突 出 部 の 変 形 例 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 支 柱 の 突 出 部 の 他 の 変 形 例 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ０ 】 第 ２ 実 施 例 の 枠 体 構 造 の 支 柱 と 横 梁 と の 連 結 部 を 示 す 要 部 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 　 支 柱
　 １ １ 　 突 出 枠
　 １ ２ 　 リ ン ク ピ ン 挿 入 穴
　 １ ３ 　 リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 切 欠 部
　 ａ 　 打 ち 込 み 用 空 間
　 ｂ 　 空 間
　 Ａ 　 矢 板
　 Ｇ 　 掘 削 予 定 地
  Ｄ 　 掘 削 地
  ｗ 　 掘 削 予 定 壁 面
　 Ｈ 　 埋 設 物
　 ２ 　 横 梁
　 ２ １ 　 突 起
　 ２ ２ 　 リ ン ク ピ ン 挿 入 穴
　 ２ ３ 　 リ ン ク ピ ン 挿 入 穴 切 欠 部
　 ２ ４ 　 補 強 材
　 ３ 　 横 枠
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  ３ １ 　 結 合 材
  ４ 　 リ ン ク ピ ン
　 ４ １ 　 本 体 軸 部
  ４ ２ 　 取 っ 手 部
　 ４ ３ 　 突 出 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(8) JP 2005-139635 A 2005.6.2



【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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